
 

 

 

  

  

 

 

2023年
ねん

度
ど

が終
お

わろうとしています。2023年
ねん

度
ど

は、たくさんの

活
かつ

動
どう

がありました。2月
がつ

と 3月
がつ

の学
がく

習
しゅう

や行
ぎょう

事
じ

をふりかえりま

す。 

 

2/2（金
きん

）には、作
さく

文
ぶん

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

がありました。 

◆ 3組
くみ

の生
せい

徒
と

さん：『パソコンを使
つか

っての勉
べん

強
きょう

』 

「パソコンを初
はじ

めて使
つか

った頃
ころ

は、『画
が

面
めん

の文
も

字
じ

を大
おお

きくした

り小
ちい

さくしたりすること』、『タッチペンで文
も

字
じ

を書
か

くこ 

と』、『文
も

字
じ

を消
け

すこと』、『学
がく

習
しゅう

した文
ぶん

書
しょ

を提
てい

出
しゅつ

するこ

と』の 4つが難
むずか

しかった。でも、先
せん

生
せい

がパソコンの使
つか

い方
かた

を教
おし

えてくださり、だんだん上
う

手
ま

くできるようになった。」

と語
かた

ってくれました。 
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◆ 1組
くみ

の生
せい

徒
と

さん：『やかんちゅうがくにきて』 

「私
わたし

が日
に

本
ほん

に来
き

た時
とき

は、日
に

本
ほん

語
ご

の『はい』と『いいえ』し

かわからず、ジェスチャー 

だけで話
はな

していた。夜
や

間
かん

中
ちゅう

 

学
がく

に入
にゅう

学
がく

してからは、ひら 

がなやカタカナを使
つか

って色
いろ

 

んな言
こと

葉
ば

を覚
おぼ

えたり、人
ひと

と 

話
はな

したりすることができ、生
せい

活
かつ

が楽
らく

になった。」と語
かた

ってく

れました。 

 

◆ 4組
くみ

の生
せい

徒
と

さん：『気
き

持
も

ちの支
ささ

え夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

』 

「子
こ

育
そだ

ては思
おも

った以
い

上
じょう

に大
たい

変
へん

で、外
そと

へ出
で

かける時
とき

も日
に

本
ほん

語
ご

が必要
ひつよう

になった。夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

 

で勉
べん

強
きょう

していくうちに、分
わ

 

からないことを人
ひと

に聞
き

ける 

ようになり、気
き

持
も

ちがだい 

ぶ楽
らく

になった。」と語
かた

ってく 

れました。 

 



2/7（水
すい

）には、「長
なが

さの単
たん

位
い

とその歴
れき

史
し

」というテーマで

『数
すう

学
がく

』の授
じゅ

業
ぎょう

がありました。日
に

本
ほん

は、昔
むかし

では 

時
じ

代
だい

によって長
なが

さの基
き

準
じゅん

が違
ちが

っていた「尺
しゃく

」が 

少
すこ

しずつ統
とう

一
いつ

され、今
いま

では世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

の長
なが

さの単
たん

 

位
い

である「 ｍ
メートル

」が使
つか

われていることを学
まな

びました。 

 

2/14（水
すい

）には、「身
み

近
ぢか

に起
お

こっているジェンダー問
もん

題
だい

」と

いうテーマで『人
じん

権
けん

』の授
じゅ

業
ぎょう

がありました。ジェンダーにつ

いて生
せい

徒
と

さんの意
い

見
けん

の 1つとして出
で

た「男
だん

 

女
じょ

の平
びょう

等
どう

」は、目
もく

標
ひょう

達
たっ

成
せい

についてまだま 

だ課
か

題
だい

が残
のこ

っていることを学
まな

びました。 

 

 2/18（日
にち

）には、『近
きん

畿
き

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生
せい

徒
と

集
しゅう

会
かい

・連
れん

合
ごう

作
さく

品
ひん

展
てん

』が東
ひがし

生
いく

野
の

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

でありました。生
せい

徒
と

集
しゅう

会
かい

 

では、大
おお

阪
さか

の夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の生
せい

徒
と

さんによる意
い

見
けん

発
はっ

 

表
ぴょう

がありました。その後
あと

、鶴
つる

橋
はし

にあるコリアンタウンに行
い

き、昼
ちゅう

食
しょく

をとってから、 

周
しゅう

辺
へん

にある神
じん

社
じゃ

や史
し

跡
せき

を 

まわりました。 



2/20（火
か

）～2/27（火
か

）に、「天
てん

理
り

の夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

展
てん

」が、天
てん

理
り

駅
えき

前
まえ

のコフフンでありました。生
せい

徒
と

さんが書
か

いた作
さく

文
ぶん

や、創
そう

作
さく

の授
じゅ

業
ぎょう

で作
つく

った作
さく

品
ひん

などを展
てん

示
じ

しました。見
けん

学
がく

された方
かた

の感
かん

想
そう

を１つ紹
しょう

介
かい

します。 

⚫ 今
こ

年
とし

も作
さく

文
ぶん

を読
よ

めることを楽
たの

しみに来
き

ました。日
に

本
ほん

で生
い

き

ていくことの難
むずか

しさ、よく越
こ

え 

てこられたと思
おも

います。文
も

字
じ

を知
し

 

ってたくましくなられる様
よう

子
す

がわ 

かりました。来
らい

年
ねん

も楽
たの

しみにして 

います。頑
がん

張
ば

って作
さく

文
ぶん

を書
か

いてください。特
とく

に 5組
くみ

の生
せい

徒
と

さ

んの書
しょ

道
どう

の文
も

字
じ

は、夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の学
まな

びそのものです。 

 

2/26（月
げつ

）には、「色
しき

覚
かく

多
た

様
よう

性
せい

」というテーマで『人
じん

権
けん

』の

授
じゅ

業
ぎょう

がありました。色
いろ

の見
み

え方
かた

や感
かん

じ 

方
かた

が人
ひと

それぞれであり、色
しき

覚
かく

に対
たい

する 

正
ただ

しい知
ち

識
しき

を身
み

につけることの大
たい

切
せつ

さ 

を学
まな

びました。参
さん

加
か

した生
せい

徒
と

さんから 

は、「人
ひと

それぞれ色
いろ

の見
み

え方
かた

や感
かん

じ方
かた

が違
ちが

うからこそ尊
そん

重
ちょう

しな

ければいけないことを感
かん

じた。」との声
こえ

がありました。 



2/28（水
すい

）には、「パレスチナ問
もん

題
だい

」というテーマで『人
じん

権
けん

』の授
じゅ

業
ぎょう

がありました。 

パレスチナの土
と

地
ち

をめぐ 

る問
もん

題
だい

は、3000年
ねん

もの歴
れき

史
し

 

の中
なか

で起
お

こっていること、 

解
かい

決
けつ

が難
むずか

しいけれども知
し

っ 

ておかなければならない問
もん

 

題
だい

であることを学
まな

びました。参
さん

加
か

した生
せい

徒
と

さんから、「ニュー

スではわからなかったことを、深
ふか

く学
まな

ぶことができた。」との

声
こえ

がありました。 

 

3/1（金
きん

）には、「インターネットの危
き

険
けん

性
せい

」というテーマで

『情
じょう

報
ほう

』の授
じゅ

業
ぎょう

がありました。 

インターネットに起
お

こる危
き

険
けん

 

な問
もん

題
だい

に正
ただ

しく対
たい

処
しょ

する大
たい

切
せつ

さ 

を学
まな

びました。参
さん

加
か

した生
せい

徒
と

さ 

んから、「インターネットに起
お

こ 

る色
いろ

んな問
もん

題
だい

を事
じ

例
れい

から学
まな

ぶことができた。」という声
こえ

があり

ました。 



3/3（日
にち

）には、「奈
な

良
ら

県
けん

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

研
けん

究
きゅう

集
しゅう

会
かい

」が、春
かす

日
が

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

でありました。全
ぜん

体
たい

会
かい

では、天
てん

理
り

と春
かす

日
が

、畝
うね

傍
び

の 3つの夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の生
せい

徒
と

さんによる作
さく

文
ぶん

発
はっ

 

表
ぴょう

、「夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の連
れん

続
ぞく

性
せい

」というテーマで 

講
こう

演
えん

を聞
き

きました。その後
あと

、昼
ちゅう

食
しょく

をはさ 

み、生
せい

徒
と

さんたちが、「夜
や

中
ちゅう

の勉
べん

強
きょう

や行
ぎょう

事
じ

で 

心
こころ

に残
のこ

ったこと」というテーマについて話
はな

し 

たり、しりとりやゲームを 3つのチームに分
わ

か 

れて行
おこな

ったりして、互
たが

いに助
たす

け合
あ

いながら交
こう

流
りゅう

できました。 

 

3/6（水
すい

）には、「第
だい

9回
かい

生
せい

徒
と

会
かい

」がありました。能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

の募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

の報
ほう

告
こく

、来
らい

年
ねん

度
ど

の生
せい

徒
と

会
かい

役
やく

員
いん

、近
きん

畿
き

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

連
れん

合
ごう

作
さく

品
ひん

展
てん

と天
てん

理
り

の夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

展
てん

、奈
な

良
ら

県
けん

夜
や

 

間
かん

中
ちゅう

学
がく

研
けん

究
きゅう

集
しゅう

会
かい

の報
ほう

告
こく

がありました。天
てん

 

理
り

の夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

展
てん

を見
み

に行
い

かれた方
かた

が夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

に来
き

て、「苦
く

労
ろう

して学
がく

んできている方
かた

たちの書
か

いた作
さく

文
ぶん

を読み、自
じ

分
ぶん

のことの

ように感
かん

じた。」とおっしゃっていたことも聞
き

きました。その

後
あと

、3/13（水
すい

）の「卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

」で歌
うた

う「アリラン」と「天
てん

理
り

の

夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の歌
うた

」を練
れん

習
しゅう

しました。 



3/8（金
きん

）には、丹
たん

波
ば

市
いち

小
しょう

学
がっ

校
こう

6年
ねん

生
せい

との交
こう

流
りゅう

会
かい

がありまし

た。4組
くみ

の生
せい

徒
と

さんによる「私
わたし

の中
なか

のうれし 

い出
で

来
き

事
ごと

」というタイトルでの作
さく

文
ぶん

発
はっ

表
ぴょう

と 

その意
い

見
けん

交
こう

流
りゅう

、各
かく

教
きょう

室
しつ

での学
がく

習
しゅう

について 

の説
せつ

明
めい

を聞
き

きました。参
さん

加
か

した子
こ

どもたちか 

ら、「色
いろ

んな言
こと

葉
ば

を教
おそ

わった。」という感
かん

想
そう

を 

聞
き

くことができました。 

 

3/13（水
すい

）に、卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

がありました。今
こん

年
ねん

度
ど

に卒
そつ

業
ぎょう

される

生
せい

徒
と

さんに卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

が手
て

渡
わた

された後
あと

、「卒
そつ

 

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

は、生
せい

徒
と

さんが人
じん

生
せい

を歩
あゆ

んでこられ 

た証
あかし

である。」という校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

からの話
はなし

がありました。 

 そして、「卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

を送
おく

る会
かい

」では、卒
そつ

業
ぎょう

される生
せい

徒
と

さんの

紹
しょう

介
かい

と歩
あゆ

んでこられた道
みち

、作
さく

文
ぶん

を聴
き

き、「ア 

リラン」と「天
てん

理
り

の夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

の歌
うた

」を歌
うた

い 

ました。最
さい

後
ご

に、生
せい

徒
と

さん代
だい

表
ひょう

や卒
そつ

業
ぎょう

され 

る生
せい

徒
と

さんからの挨
あい

拶
さつ

があり、終
お

わりました。 

 

 



卒
そつ

業
ぎょう

される 2
ふた

人
り

の生
せい

徒
と

さん、ご卒
そつ

業
ぎょう

おめでとうございま

す。夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がく

で学
まな

んだことを大
たい

切
せつ

にし、これからも頑
がん

張
ば

って

ください。今
いま

までありがとうございました。 

 

今
こん

後
ご

の予
よ

定
てい

としては、 

3/22（金
きん

）に、3学
がっ

期
き

終
お

わりの会
かい

・離
り

任
にん

式
しき

 

4/8（月
げつ

）に、着
ちゃく

任
にん

式
しき

・入
にゅう

学
がく

式
しき

・1学
がっ

期
き

始
はじ

まりの会
かい

 

があります。 


